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要 　旨
　『徒然草』の成立に関し、 「
04紀要」 （ 「跡見学園女子大学短期大学部紀要
 第四十集」収載の拙稿、 『徒然草』
研究の序章、をさす）をふまえ、 『徒然草』本文の再検討をおこなうことにより、以下のような結論を得た。作者は、三〇段を記した段階で、大きな不幸にみまわれ、しばらく筆をおいた。しかし彼は再び本書を書き始めた。その原動力は、彼が執筆を中断していた間に経験したことである。それは、漢籍を中心とする中国思想であり、とくに無為自然をとく老荘思想に多大な影響をうけ によ と考えられる。
　跡見学園女子大学文学部紀要 　第四十二号 　（二〇〇九年三月十五日）
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一、はじめに
　「跡見学園女子大学短期大学部紀要 　第四十集」 （平成一六年三月）に「 『徒然草』研究の序章」として、序段のあり方について、研究をした。その結論として、次のような内容が導かれた。以下、前記論文を引用する場合には、 「
04紀要」として引用する。
　「さて、ここまでの序段といわれている部分は、ある程度の分量を書い
てから清書す 段階で付け加えたものだろ と考えられる。通説に従えば、三十段程度を書き記してから、それら 内容をふまえて、最初におかれたのであろう。
　では第一段との関係はどうなるかというと、 『いでや』というのは、そ
れだけで完結した表現と考えてみるとうまくいく。 （中略） 『いいやいいや』とワンクッションをおき、本論に突入 たと考 るのである。
　僧侶が俗世間に『願はしかるべきこと』 どを抱 てはいけない。そ
れで『いでや』がおかれたのである。最初の段のほ に『あり き』とか『あらまほしけ 』などという言葉が存在し い のは、まさに流れである。そういっておきながら、兼好は僧侶を否定するかのご き論を展開する。兼好の言わんとしたことはそういったことな である。それが結果として全篇をつらぬくように書きつがれて、 終的 二百四十三段 （プラス序段） とい 大きなものとなっていった い よう。 」 （
04
紀要）
　「これは、序段についての位置づけをしたものであるが、大きな問題
は、 『三十段程度を書き記してから、それらの内容をふまえて、最初におかれたのであろう。 』という部分である。つまり、序段が後から付け加えられたものであること、 それが三十段程度を書き記してからであることという二点が問題となる。 」 （
04紀要）
　「
04紀要」の引用から、冒頭「三十段程度」は、初期の『徒然草』の状
態を保存していると思わ 、かつ、兼好の『徒然草』執筆動機が、ある程度直接的に残され 考えられるのである
　本稿では、 「
04紀要」を踏まえ、適宜引用しつつ、 「三十段程度」を、
序段から第三十七段までと仮定し、そ ら 段の個性を考え、兼好がどのような影響下で、 『徒然草』を執筆したのかを、 「
04紀要」の補足の立
場に立ちつつ、再考してみようとするものである。
二、本文
　ここでは、序段から第三十七段までを、段にとらわれないように段わ
けをしないで、連続した文章としてとらえてみた。なお、本文は『徒然草』 （西尾実校注・岩波文庫）による。 （以上「
04紀要」と同じ）
　文頭の番号は土屋がつけたが、段数と一致はしていない。キーワード
と見られる表現 ゴシック体で示 。
　①つれづれなるままに、日暮らし、硯にむかひて、心にうつりゆくよ
しなし事を、そこはかとなく書きつくれば、あやしうこそものぐるほし
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けれ（序段）
　②いでや、この世に生まれては、願はしかるべき事こそ多かめれ。　③御門の御位はいともかしこし。竹の園生の末葉まで、人間の種なら
ぬぞやんごとなき。一の人の御有様はさらなり、ただ人も、舎人など給はるきははゆゆしと見ゆ。その子、孫までは、はふれにたれど なほ
な
まめかし。それより下つかたは、ほどにつけつつ 時にあひ、したり顔なるも、みづから いみじ 思ふらめど、いとくちをし。 （第一段）
　④いにしへのひじりの御代の政をも忘れ、民の愁へ、国のそこなはる
るをも知らず、万にきよ をつく ていみじと思ひ 所せき ましたる人こそ、うたて、思ふところなく見 れ。
　「衣冠より馬・車にいたるまで、あるにしたがひて用ゐよ。美麗をもと
むる事なかれ」とぞ、九条殿の遺誡にも侍る。順徳院の禁中 事どもかかせ給へるにも、 「おほやけの奉り物は、おろそかなるをもてよしとす」とこそ侍れ。 （第二段）
　⑤万にいみじくとも、色このまざらん男は、いとさうざうしく、玉の
盃の底なき こちぞすべき。
　露霜にしほたれて、所さだめずまどひありき、親のいさめ、世の謗り
をつつむに心のい まなく、あふさきるさに思ひみだれ さ は独寝がちにまどろ 夜なきこそを しけれ。
　⑥法師ばかり羨ましからぬものはあらじ。 「人には木の端のやうに思は
るるよ」と清少納言が書けるも、げにさることぞかし。いきほひ うに、ののしりたるにつけて、いみじとは見えず。増賀ひじりのいひけんやう
に、名聞ぐるしく、仏の御をしへに違ふらんとぞおぼゆる。ひたふるの世すて人は、なかなかあらまほしきかたもありなん。
　人は、かたちありさまのすぐれたらんこそ、あらまほしかるべけれ。
物うちいひたる 聞きにくからず、愛敬ありて、言葉おほからぬこそ、飽かず向かはまほしけれ。めでたしと見る人の、こころ劣 せらるる本性みえんこそ口をしか べけれ。
　⑦しな・かたちこそ生れつきたらめ、心はなどか、賢きより賢きにも
移さば移らざら 。かたち・心ざまよ 人も、才なく成りぬれば しなくだり、顔にくさげなる人にも立ちまじりて、 けずけおさるるこそ本意なきわざなれ。
　⑧ありたき事は、まことしき文の道、作文、和歌、管弦の道、また有
職に公事の方、人の鏡 らんこそいみじ るべけれ。手など拙 走りかき、声をかし て拍子とり、いたまし す ものから、下戸ならぬこそをのこはよけれ。
　さりとて、ひたすらたはれたる方にはあらで、女にたやすからず思は
れんこそ、あらまほしかるべきわざなれ。 （第三段）
　⑨後の世の事、心に忘れず、仏の道うとからぬ、心にくし（第四段）　⑩不幸に愁へに沈める人の、頭おろしなど、ふつつかに思ひとり る
にはあらで、あるかなきかに門さ こめて、待つこともな 明し暮 たる、さるかたにあらまほし。
　⑪顕基中納言のいひけん、配所の月 罪なくて見ん事、さも覚えぬべ
し。 （第五段）
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跡見学園女子大学文学部紀要　第 42 号　2009 　⑫わが身のやんごとなからんにも、まして数ならざらんにも、子とい
ふものなくてありなん。
　
前中書王・九条太政大臣・花園左大臣、 みな族絶えん事を願ひ給へり。
染殿大臣に 、 「子孫おはせぬぞよく侍る。末のおくれ給へるはわろき事なり」とぞ、世継 翁の物語に いへる。聖徳太子の、御墓をかねて築かせ給ひける時も、 「ここをきれ、かしこを断て。 孫あらせじと思ふなり」と侍りける かや。 （第六段）
　⑬あだし野の露きゆる時なく、鳥辺山の煙立ちさらでのみ住みはつる
習ひならば、いかに、もののあはれも からん。世はさだめなきこそ、いみじけれ。
　命あるものを見るに、人ばかり久しきはなし。かげろふの夕を待ち、
夏の蝉の春秋をしらぬもあるぞかし。つくづくと一年をくらすほどだにも、こよなうのどけ や 飽かず、惜 と思はば 千年を過すとも、一夜の夢の心ちこそせめ。住み果てぬ世に、みにくき姿を待ちえて何かはせん。命長ければ恥多し。長くとも、
四十にたらぬほどにて死なんこそ、
めやすかるべけれ。
　そのほど過ぎぬれば、かたちを恥づる心もなく に出でまじら ん
事を思ひ、夕の陽に子孫を愛して、さかゆ 末を見んまでの命をあらまし、ひたすら世をむさぼる心 みふかく、もののあはれも知らずなりゆくなん 浅ましき。 （第七段）
　⑭世の人の心まどはす事、色欲にはしかず。人の心は愚かな ものか
な。
　匂ひなどは假のものなるに、しばらく衣装に薫物すと知りながら、え
ならぬ匂ひには、必ず心ときめきするものなり。久米の仙人の、物あらふ女の脛の白きを見て、通を失ひけんは、誠に、手足・はだへなどのきよらに肥えあぶらづきたらんは、外の色ならねば、さもあらんかし。 （第八段）
　⑮女は髪のめでたからんこそ、人の目たつべかめれ。人のほど、心ば
へなどは、もの言ひたるけはひにこそ 物越しにも知らるれ。
　ことにふれて、うちあるさまにも人の心をまどはし、すべて女の、う
ちとけたる寝も寝ず、身を惜しとも思 たらず 堪ふべく あ ぬわざにもよく堪へしのぶ ただ色を思ふがゆゑなり。
　まことに、愛着の道、その根ふかく、源とほし。六塵の楽欲おほしと
いへども、皆厭離しつべし。その中に、ただ、か 惑 のひとつ止めがたきのみぞ、老いたるも若きも、智あるも愚かな 、かはる所なしとみゆる。されば 女の髪すぢをよれる綱には大象もよくつながれ、女のはける足駄にて作れる笛には、秋の鹿、必ず寄 とぞ言ひつたへ侍る。みづからいましめ 、恐 べく慎むべきは この惑ひなり。 （第九段）
　⑯家居のつきづきしく、あらまほしきこそ、仮の宿りとは思へど、興
あるものなれ。
　よき人の、のどやかに住みなしたる所は、さし入りたる月の色も、一
きはしみじみと見ゆるぞかし。今 かしくきららかならねど 木だちのふりて、わざとならぬ庭の草も心ある まに 簀子・透垣 たよりをかしく、うちある調度 昔覚えてやすらかなるこそ、心にくしと見ゆれ。
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　おほくの工の心をつくしてみがきたて、唐の、大和の、めづらしく、
えならぬ調度どもならべおき、前栽の草木まで心のままならず作りなせるは、見る目もくるしく、いとわびし。さてもやは、ながらへ住むべき。また、時の間の煙ともなり んとぞ、うち見るより思はるる。大方は、家居にこそ、ことざまおしはからるれ。
　⑰後徳大寺大臣の寝殿に、鳶ゐさせじとて縄をはられたりけるを、西
行が見て、 「鳶のゐたらんは、何かは苦しかるべき。こ 殿の御心、さばかりにこそ」とて、そののちは参らざりけると聞き侍るに、綾小路宮のおはします小坂殿の棟 、いつぞや縄をひかれたり ば かの例思ひ出られ侍りし 、誠や 烏 群れゐて池の蛙をと け 御覧じかなしませ給ひてなん」と人の語りし さ いみじくこそと覚えしか。
　
徳大寺にもいかなる故か侍りけん。 （第一〇段）
　⑱神無月の比、栗栖野といふ所を過ぎて、ある山里にたづね入る事侍
りしに、遥かなる苔の細道をふみわけ 心細くすみなしたる庵あり。木の葉に埋もるる懸樋の雫ならでは、 露おとなふも なし。 閼伽棚に菊・紅葉など折り散らしたる、さすがにすむ人のあればなるべし。
　かくてもあられけるよと、あはれに見るほどに、かなたの庭に大きな
る柑子の木の、枝もたわわになりたるが、まは をきびしく囲ひ りしこそ、少しことさめて、この木な ら しかばと覚えしか（第一一段）
　⑲同じ心ならん人と、しめやかに物語して、をかしきことも 世のは
かなき事も、うらなくいひ慰まん そうれしか べきに、さる あるまじければ、露違はざ んと向 ゐたらんは ただひとりあるここちやせ
ん。
　互に言はんほどの事をば、 「げに」と聞くかひあるものから、いささか
違ふ所もあらん人こそ、 「我はさやは思ふ」など争ひ憎み、 「さるから、さぞ」ともうち語らはば、つれづれ慰まめと思へど、げには、少しかこつかたも、我と等しか ざらん人は、大方のよしなしごと言はんほどこそあらめ、まめやかの心の友には はるかにへだたる所のありぬべきぞわびしきや。 （第一二段）
　⑳ひとり灯のもとに文をひろげて、見ぬ世 人 友とするぞ、こよな
うなぐさむわざなる 文は 文選 はれなる巻々、白氏文集、老子のことば、南華の篇。この国の博士ど 書ける物も いにしへのは あはれなる事多かり。 （第一三段）
　㉑和歌こそなほをかしきものなれ。あやしの山がつのしわざも、いひ
出でつればおもしろく、おそろ 猪のししも、 「ふす猪の床」と へば、やさしくなりぬ。
　この比の歌は、一ふしをかしく言 かなへたり 見ゆるはあれど 古
き歌どものやうに、いかにぞや、ことば 外に、あはれに けしき覚ゆるはなし。貫之が「糸による物 らな に」といへるは、古今集の中歌屑とかや言ひ伝へたれど 今の世の人の詠みぬべきことがらと 見えず。その世の歌には、す た・言葉、こ たぐひのみ多し 歌に限りてかくいひたてられたるも知りがたし。
源氏物語
には、 「物とはなし
に」とぞ書ける。新古今 「のこる松さへ峰にきびしき」といへをぞいふなるは、まこ に、少しくだけ るすがた 見ゆらん さ
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れどこの歌も、衆議判の時、よろしきよし沙汰ありて、後にも殊更に感じ、仰せ下されける由、家長が日記には書けり。
　歌の道のみ、いにしへに変らぬなどいふ事もあれど、いさや。今も詠
みあへる同じ詞・歌枕も、昔の人の詠めるは、さらに同じものにあらず。やすくすなほにして、姿もきよげに あはれも深くみゆ。
　
梁塵秘抄のえい曲の言葉こそ、また、あはれなる事は多かめれ。昔の
人は、ただいかに言ひすてたる とくさも、皆いみじく聞ゆるにや（第一四段）
　㉒いづくにもあれ、しばし旅たちたるこそ、めさむる心ちすれ。　そのわたり、ここかしこ見ありき、ゐなかびたる所、山里などは、
と目なれぬ事のみぞ多かる。都へたよりもとめて文やる。 「その事かの事、便宜に忘るな」などいひやるこそをかしけれ。
　さやうの所にてこそ、万に心づ ひせらるれ。持てる調度まで、よき
はよく、能ある人、かたちよき も 常よりは とこそ見ゆれ。
　㉓寺・社などに、しのびてこも たる をかし。 （第一五段）　㉔神楽こそ、 まめか く、おもしろけれ。　おほかた、ものの音には 笛・篳篥。常に聞きたきは 琵琶・和琴。（第一六段）　㉕山寺にかきこもりて、仏に仕 まつるこそ、つれづ なく 心の濁りも清まる心地すれ。 （第一七段）
　㉖人は己をつづまやかにし 奢りを退けて 財をもたず 世をむさぼ
らざらんぞ、いみじかるべき。昔より、賢き人の富めるは稀 り。
　
唐土に許由といひつる人は、さらに身にしたがへる貯へもなくて、水
をも手して捧げて飲みけるを見て、なりひさこといふ物を人の得させたりければ、ある時、木の枝にかけたりけるが、風にふかれて鳴りけるを、かしかましとて捨 つ。また手 掬びてぞ水も飲みける。 かばかり心のうち涼しかりけん。孫震は冬月に衾なく 、藁一束ありけるを、夕にはこれにふ 、朝にはをさめけり。
　
唐土の人は、これをいみじと思へばこそ、記しとどめて世にも伝へけ
め、これらの人は、語 も伝ふべからず （第一八段）
　㉗折節の移りかはるこそ、ものごとにあはれなれ。　「もののあはれは秋こそまされ」と、人ごとに言ふめれど、それもさる
ものにて、今一きは心も浮きたつものは、春の気色にこそあめれ。鳥の声などもことの外に春めきて、 どやかなる日影に、垣根の草もえいづるころより、やや春ふかく霞みわたりて 花もやうやうけしきだつほどこそあれ、折し 雨風うちつづきて、心あわたた く散り過ぎぬ。青葉になり行くまで、よろづにただ心をの ぞ悩ます。 橘 名にこそおへれ、なほ、梅の匂ひにぞ い しへの事も立ちかへり恋 う思ひいでらるる。山吹の清げに、藤のおぼつかなきさましたる すべて、思ひすてがたきこと多し。
　「灌佛の比、祭の比、若葉の梢涼しげに茂りゆくほどこそ、世のあはれ
も、人の恋しさもまされ」と、人の仰せられしこそ、げにさるも なれ。五月、あやめふく比、早苗とる ろ、水鶏 たたくなど、 ぼそか ぬかは。六月の比、あやしき家に夕顔の白 見えて、蚊遣火ふすぶる あ
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はれなり。六月祓またをかし。
　七夕まつるこそなまめかしけれ。やうやう夜寒になるほど、雁なきて
くるころ、萩の下葉色づくほど、早稲田刈り干すなど、とりあつめたる事は秋のみぞ多かる。また、野分の朝こそをかしけれ。言ひつづくれば、みな源氏物語・枕草子 どにことふりにたれど、同じ事、また 今さらに言はじとにもあらず。おぼしき事言はぬは腹ふくるるわざなれば 筆にまかせつつ、あぢきなきすさびにて、かつ破りすつべきものな ば、人の見るべきにもあらず。
　さて冬枯れのけしきこそ、秋にはをさをさおとる じけれ。汀の草に
紅葉の散りとど りて、霜いと白うおける朝、遣水より煙の立つかしけれ。年の暮れはて 人ご に急ぎあへる比ぞ、またなくあはなる。すさまじきも し 見る もなき月の寒けく澄める 廿日あまりの空こそ、心ぼそ なれ。御佛名・荷前 使立つなど 真にやんごとなき。公事ども繁く、春の急ぎにとり重ねて催し行はるるさまぞ、いみじきや。追灘より四方拝につづくこそ、面白けれ。晦日の夜、いたう暗きに、松どもともして、夜半すぐるまで、人の門たた 走り りきて、何事にかあらん、ことことしく のしりて、足を空にまどふが、暁がたより、さすがに音なく成りぬるこそ、 名残も心ぼそけれ。亡人のくる夜とて魂まつるわざは、 の比都にはなきを、東のかた は、なほする事に ありしこそ あはれ か。
　かくて明けゆく空の気色、昨日にかはりたりとは見えねど、ひきかへ
めづらしき心地ぞす 。大路のさま 立てわた 花やかにう
げなるこそ、またあはれなれ。 （第一九段）
　㉘なにがしとかやいひし世捨人の、 「この世のほだし持たらぬ身に、た
だ空の名残のみぞ惜しき」と言ひしこそ、誠にさも覚えぬべけれ。 （第二〇段）
　㉙万のことは、月見るにこそ慰むものなれ。ある人の、 「月ばかり面白
きものはあらじ」と言ひしに、またひとり、 「露こそなほあはれなれ」とあらそひしこそ、をかしけれ。折にふれば、何かはあはれならざらん。
　月・花はさらなり、風のみこそ、人 心はつくめれ。岩にくだけて清
く流るる水のけしき 時をもわかずめでたけれ。 「元・湘日夜東 流れ去る。愁人の為にとどまるここと少時もせず」といへる詩を見侍りしこそ、哀なりしか。
嵆康
も、 「山沢にあそびて、魚鳥を見れば心たのし
ぶ」と」いへり 人とほく、水清き所にさまよひありきたるばかり、心なぐさむ事はあらじ （第二一段）
　㉚何事も、古き世のみぞしたはしき。今様は 無下にいやしくこそ成
りゆくめれ。かの木の道の匠の造れる、うつくしきうつは物も、古代の姿こそをかしと見ゆれ。
　文の詞などぞ、昔の反故どもはい じき。ただいふ言葉も 口をしう
こそなりもてゆくなれ。いにしへ 「車もたげよ」 、 「火かかげよ」 とこそいひしを、今様の人は、 「もてあげよ」 、 「かきあげよ」といふ。 「主殿寮人数だて」と言ふべきを、 「たちあかししろくせよ」と言 、最勝講の御聴聞所なるをば、 「御講の蘆」とこそ言ふを、 「かうろ ふ くちをしとぞ、古き人はおほせられし。 （第二二段）
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九重の神さびたる有様こそ、世づ
かず、めでたきものなれ。
　露台・朝がれひ・何殿・何門などは、いみじとも聞ゆべし。あやしの
所にもありぬべき小蔀・小板敷・高遣戸なども、めでたくこそ聞ゆれ。 」「陣に夜の設せよ」といふこそいみじけれ。夜御殿のをば、 「かいともしとうよ」などいふ、また し。上卿の、陣にて事おこなへるさまは更なり、諸司の下人どもの したり顔に、 たるもをかし。さばかり寒き夜もすがら、ここかしこに睡り居 るこそをかしけれ。 「内侍所の御鈴のおとは、めでたく優なるものなり」とぞ、徳大寺太政大臣はおほせられける。 （第二三段）
　
32齊王の、野宮におはしますありさまこそ、やさしく、面白き事のか
ぎりとは覚えしか 「経」 ・ 「仏」など忌みて、 「なかご」 、 「染紙」などいふなるもをかし。
　すべて神の社こそ、すてがたく、なまめかしきものなれや。ものふり
たる森のけしき ただならぬに、玉垣しわたして、榊木に木綿かけ るなど、 いみじからぬかは。
ことにをかしきは、 伊勢・賀茂・春日・平野・
住吉・三輪・貴布祢・吉田・大原野・松尾・梅宮。
（第二四段）
　
33飛鳥川の淵瀬ならぬ世にしあれば、時うつり、事さり、楽しび・悲
しびゆきかひて、花やかなり あたりも人すまぬ野らと 変らぬ住家は人あらたまりぬ。桃李も いはねば、誰ととも か昔を語らん。まして、見ぬいにしへのやん事な り ん跡のみぞ、いとは なき。
　
京極殿・法成寺など見るこそ、志とどまり事変じにけるさまは、あは
れなれ。御堂の作りみがかせ給ひて、庄園多く寄せられ、我が御族のみ、御門の御うしろみ、世のかためにて、行末までとおぼしおきし時、いかならん世にも、かばかりあせはてんとはおぼしてんや。大門・金堂など近くまでありしかど、正和 比、南門は焼けぬ。金堂はそののち倒 ふしたるま にて、とりたつるわざもなし。無量寿院ばかりぞ、そ かたとて残りたる。丈六の仏九体 いと尊くてならびお します。行成大納言の額書ける扉、 ほ ざや に見ゆるぞ はれなる。法華堂などもいまだ侍るめり。これもまた いつまでかあらん。 ば りの名残だになき所々は、おのづからあやしき礎ば り残 もあれど、さだかに知れる人もなし。
　されば、万に見ざらん世までを思ひ掟てんこそ、はかなかるべけれ。（第二五段）　
34風も吹きあへずうつろふ人の心の花に、なれにし年月を思へば、あ
はれと聞きしことの葉ごとに忘れぬも から、我が世の外 ゆくならひこそ、亡 人のわかれよりも さりてかなしきものなれ。
　されば、白き糸の染まん事を悲しび、路のちまたのわかれん事をなげ
く人もありけんかし。堀川院の百首の歌の中に
　　むかし身し妹が垣根は荒れにけり　　 　　つばなまじりの菫 みして　さびしきけしき、 る事侍 けん。 （第二六段）　
35御国ゆづりの節会おこなはれて、剣・璽・内侍所わたし奉らるるほ
どこそ、限なう心ぼそけれ。
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　新院のおりゐさせ給ひての春、詠ませ給ひけるとかや、　　殿守のとものみやつこよそにして　　 　はらはぬ庭に花ぞ散りしく。　今の世のこと繁きにまぎれて、 院にはまゐる人もなきぞさびしげなる。
かかる折にぞ、人の心もあらはれぬべき。 （第二七段）
　
36諒闇の年ばかりあはれなる事はあらじ。
　倚
の御所のさまなど、板敷をさげ、葦の御簾をかけて、布の帽額あ
らあらしく、御調度どもおろそかに、皆人の装束、太刀・平緒まで、ことやうなるぞゆゆしき。 （第二八段）
　
37しづかに思へば、よろづに過ぎにしかたの恋しさのみぞせんかたな
き。
　人静まりて後、長き夜のすさびに、なにとなき具足とりしたため 残
しおかじと思ふ反古など破りすつる中に、亡き人の手ならひ、絵かきすさびたる見出でたるこそ、ただその折の心地すれ。こ 比ある人の文だに、久しく成りて、いかなる折、いつ 年なりけんと思ふは、 はれなるぞかし。手なれし具足なども、心も くて変らず久しき、いと悲し。
　（第二九段）　
38人のなきあと
ばかり悲しきはなし。
　中陰のほど、山里などにうつろひて、便あしく狭 所にあまたあひゐ
て、後のわざども営みあへる、心あわたたし。日かずのはやく過ぐるほどぞ、ものにも似ぬ。はての日は いと情けなう、たがひに言ふ事もく、我かしここげに物ひきしたため、ちりぢ に行きあかれぬ。もと
すみかに帰りてぞ、更に悲しき事は多かるべき。 「しかしかのことは、あなかしこ、跡のため忌むなる事ぞ」など言へ こそ、かばかりのなかに何かはと、人の心はなほうたておぼゆれ。
　年月経ても、露忘るるにはあらねど、去る者は日々に疎しといへるこ
となれば、さ いへど そ きはばかりは覚えぬにや、よしなしごと言ひてうちも笑ひぬ。 らはけうと 山の中にをさめて、さるべき日ばかり詣でつつ見 ほどなく卒塔婆も苔むし 木の葉ふり埋みて、夕の嵐、夜の月のみぞ、こととふよ がなりける。
　思ひ出でてしのぶ人あらんほどこそあらめ、 そもまたほどなくうせて、
聞きつたふるばかり 末々は、哀 やは思ふ。さるは、跡とふわざも絶えぬれば、いづれの人と名をだに知らず 年々の春の草のみ 心あらん人はあはれと見るべきを、はては 嵐にむせび 松も千年をまたで薪にくだかれ、古 墳はすかれて田となりぬ。その形だになくなりぬる悲しき。 （第三〇段）
　
39雪のおもしろう降りたりし朝、人のがり言ふべき事ありて文をやる
とて、雪のこと何ともいはざりし返事に、 「この雪いかが見る 一筆たまはせぬほどの、ひがひがしからん人のおほせらるる事 聞きい べきかは。返す返す口をしき御心なり」と言ひたりしこそ、 かし りしか。
　今は亡き人なれば、かばかりの事も忘れがたし。 （第三一段）　
40九月廿日の比、ある人にさそはれたてまつりて、明くるまで月見あ
りく事侍りしに、おぼしいづる所ありて 案内せさせて入り給ひぬ。荒
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れたる庭の露しげきに、わざとならぬ匂ひ、しめやかにうち薫りて、しのびたるけはひ、いとものあはれなり。
　よきほどにて出で給ひぬれど、なほ事ざまの優におぼえて、物のかく
れよりしばし見ゐたるに 妻戸を今すこしおしあけて、月見るけしきなり。やがてかけこもらましかば、くちをしからま 跡まで見る人ありとは、いかでか知らん。かやうの事は、ただ朝夕の心づかひによるべし。その人、ほどなく失せにけりと聞き侍り 。 （第三二段）
　
41今の内裏作り出されて、有職の人々に見せられけるに、いづくも難
なしとて、すでに遷幸の日ち く成 け に、
玄輝門院の御覧じて、 「閑
院殿の櫛形の穴は、まろく、縁もな てぞあり 」と仰せられける、いみじかりけり。
　これは葉の入りて、木にて縁をしたりければ、あやまりにて、なほさ
れにけり。 （第三三段）
　
42甲香は、ほら貝のやうなるが、ちひさくて、口のほどの、細長 さ
し出でたる貝のふたなり。武蔵野国金沢 いふ浦にあ を、所の者「へなたりと申し侍る」とぞ言ひし。 （第三四段）
　
43手のわろき人の、 ばか ず文書きちらすは、よし。みぐるしとて、
人に書かするは、うるさし。 （第三五段）
　
44「久しくおとづれぬ比、いか り恨むらんと、我が怠り思ひ知ら
れて、言葉なき心地するに、女の方よ 、 『仕丁やある ひ り』など言ひおこせたるこそ、ありがたく れしけれ。さる心ざましたる人ぞよき」と、人の申し侍りし、さもあ べき事なり。 （第三六段）
　
45朝夕へだてなく馴れたる人の、ともある時、我に心おき、ひきつく
ろへるさまに見ゆるこそ、 「今更かくやは」など言ふ人もありぬべけれど、なほげにげ しく、よき人かなとぞ覚ゆる。
　
46疎き人の、うちとけたる事など言ひたる、また、よしと思ひつきぬ
べし。 （第三七段）
三 　問題点の検討
　まず、本稿に関連する内容を「
04紀要」から引用する。
「１、つれづれなる（序段）　『徒然草』の題名の由来となったことばであるが、実はこの語は本書全体で８例しかない。そのうち３例までが二〇段まで 存在する。２、よしなし事（序段）
　この語は、３例のみ。いずれも三〇段までに存在する。ただし「よし
なし」という形容詞は、九八 に１例だけある。３、ものぐるほしけれ（序段）
　冒頭を代表する、様々な問題を含む語であるが、実は本書には こで
しか使われていない。ただし「ものぐるひ」が一一二段にある４、序段
　序段については、既述のごとく、紀要四〇集で結論付けた ここ
確認できることは、 「つれづれ」という気持ちで、 以下を書き始めていったろうことは、少ない「つれづれ」の用例の半分近くが三〇段以内
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で使われているということから、言えそうである。また「よしなしごと」もすべて三〇段以内で使われている。ただし、 「ものぐるほし」といった個性的であろうと思われる語が、この序段にしかないという事実をどのように考えるかは問題であ 。
　いでや、この世に生まれては、願はしかるべき事こそ多かめれ。 （第一
段）
　この一文が、 実際に本書が書かれた最初のものであろうと推定される。
キーワードは「願はしかる」 る。この世（現世・俗世間）にいったん生まれると、欲望が多い、ということで、そんなことを僧侶 身である兼好が言うこ に、ためら が生まれ、それを打ち消して思い切って書き始めるとい 姿勢を示すのが「いでや」とい 感動詞だ 考えた。
　その願いが次々と記されるのが初めの方に位置する段であると言うこ
とができる。
　
44、いづくにもあれ、しばし旅たちたるこそ、めさむる心ちすれ（第
一五段）
　これは第一五段の冒頭の一文であるが、実は、この部分 今までもっ
とも前段の流れ、また「いでや」という方向性を受けていな 。どうも第一四段までが一気にかなり近い間に書かれたもののように思われる。
　
45、第一五段
　
44でそのように述べたが、まったく無関係とも言い切れない。それは
「ゐなかびたる所、山里などは」のあたりが第一一段と重なる点もないことはないからである。しかし無関係とは言い切れないというものの、関
係ありとも言えないのは確かであり、ここらへんが一つの、執筆上の境目というこ ができるかもしれない。ところで本段の最後の一文「寺・社などに、しのびてこもりたるもを し 」は本段に含んでよいものだろうか、というほどに、 『枕草子』風に連想的である。 「こもりたるも」「も」があるから、ここに含んでおいてよいのだろうけれど、兼好らしくないと言えば 兼好らしくない。
　
46、神楽こそ、なまめかしく、おもしろけれ（第一六段）
　ここで「なまめかし」という語に注意しておきたい。 「なまめかし」は
本書全体で５例、うち４例が三〇段以内 用いられて ので、兼好が執筆当初好んだ言葉の一つだというこ がわかる
　
47、第一六段
　本段の「神楽」は前段の 寺・社」の「社」からの連想なのだろうか
とにかく
45の「いづくにか」から始まる第一五段、さらに続く本段、そ
して第一七段、の続き具合は、著しく連想的ということから、兼好らしくない。繰り返しになるが、ここらへんが執筆上の節目 よ 思われて らない。大体「ものの音に 笛・篳篥。常に聞きたきは 琵琶・和琴。 」などという表現は、 『枕草子』の類集段にはなはだしく類似している。意識して『枕草子』の模倣をしているようだ。
　
50、第一八段
　本段は、本書の記述の基本姿勢を示すも と言ってよい。つまり、冒
頭の「人は」以下で、主題と言ったものを提示し 「唐土に」以下で具体例を示し、さらに最後の「唐土の人は」以下で結論を述べると ったも
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のである。また「これらの人は語りも伝ふべからず。 」などという、結論部分をぼかした表現にするのも本書での彼らしさ、と言える。要するに本段あたり 、彼の本書への姿勢がかなり固まってきた うこと のであろう。
　
52、第一九段
　本段は
51に述べたように前との関連がない。ここも執筆の境目である
のかもしれない。 「言ひつづくれば、みな源氏物語・枕草子などにことふりにたれど」と、先行の作品を意識している点や、 「冬枯れのけしきこそ、秋 はをさをさおとるまじけれ」などと記している点から、平安時代の作品や、発想をかなり意識し、そ と対抗 て自己の特徴を表そうとしている つまり随筆である本書 あり方、方向性を ここらへんで意識的に考え始めたということが出来そうで る。
　
56、何事も古き世のみぞしたはしき（第二二段）
　ここで、このようにまとめたことは、兼好の、
「古き世」への憧れを決
定付けたものとして、重要であろう。こう一言でまとめることにより、今まで焦点の定まらなかった彼の憧れの方向が明確になったのである。
　
60、飛鳥川の淵瀬ならぬ世にしあれば、時うつり、事さり、楽しび、
悲しびゆきかひて、花やかなりしあ りも人す ぬ野ら 、変わらぬ住家は人あらたまりぬ（第二五段）
　この部分、川の流れを引用して、世の中を嘆く点は、
『方丈記』と類似
している。また「はかなし」という語を二回、 「あはれ」という語 二回、用いている点、今までの兼好 は異なり、世をはかなむ気持ちが前
面に出ている。
　
71、第三〇段
　主観的な考えだが、本段の構成は見事である。主題をもとに時間の経
過にしたがって、死者が次第に忘れさられて行く様子が描かれている。「かなし」という語は、本書全体で６例のみだが、そのうち６例が三〇段よりも前、しかも３例が本段に用いられている。第二五段から始まった、むなしさを示す内容がここまでつな っている。
　
72、第三一段
　本段は、 「亡き人」の思い出が描かれている。そういう点から言えば、
第二九段に直結し、第三〇段とも重なるのだが、それを「をかし」で言い切っているところが大なる相違である。学説一般では、 三〇段までが、感傷的だというが、まさにそのとおりであ 。主観的で 自己の感情がちらちら垣間見えていたのが、第三一段以降、客観的に対象を見据えようという姿勢に変わっ く。
　
73、第三二段
　本段も、最後に「その人、ほどなく失せにけり」とあるのにも関わら
ず、生前の本人の優雅さを中心 述べていて い かも感傷にひたてなどいない。
　
74、第三三段以降
　第三三段以降も第三二段の傾向を受けている。少 とも、今回の検
討の範囲の第三七段まではそうである。 」
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以上、 「
04紀要」の抜粋である。また、次に同論文から引用する。
　「本稿での検討は、 今までの学説を追従しただけに終始したかもしれな
いが、各段に用いられた、心情的な語を中心に、著者兼好の意識の流れを追った点に特徴がある。
　その結果次のようにまとめることができる。
１、第一段の『願はし』の流れは、第一五段まで続いている。ただし第一〇段から少しずつ、その流れ 変化し、第一四段 、 『願はし』の流れは途絶える。２、第一五段からは『旅だち』からの単なる連想の流れで、これが第一八段まで続く。ここに 、１ ような根底を『願 』で貫くようなものはない。３、第一九 は『折節の移りかはる』ことについて述べた 本段では『源氏物語』や『枕草子』への意識が見 れた。本書を、そういった古典となぞらえるという意識のあらわれであろう。そこから第二四段までやはり根底を貫く思想的なもの 感じられず、連想 発展で記述されているようだ。とくに第二四段 どは『枕草子』の類集 を模倣しているようなところもあって、兼好自身の姿勢の不安定さを感じさせる。４、第二五段から第三〇段までは、マイナス的な言葉 多用され、彼自身、 もっとも精神的に落ち込んでいるようにうかがえる。 語で言えば かなし』の多用である。しかし第三〇段 人間のはかなさから、千年の寿命といわれる松でさえ、薪とな 、お墓すらなく る、ということを記
すことによって、人生を客観的に見る姿勢ができたのだろう。５、第三一段からは 感傷にひたっていない、ということから、ここから随筆家、兼好の本当の旅立ちが始ま たと考えてよ と思われる。
　以上が記述の推定である。　ところで、序段はどうやって記されたか、という問題であるが、 『もの
ぐるほし』という語が 唯一この序段にしかないということは、やはり、序段が読者への謙遜をこめた挨拶として独立 て書かれた、つまり後から付け加えられた、 考えるのが素直であろう
　ではいったいどの時点かというのがむずかしいが、それは第三〇段ま
での中での執筆の境目のどれかがそれにあたる 考えられる。
　『あやしうこそものぐるほしけれ』と、自分を見つめて ある開き直り
の境地を表しているとみれば、やはり従来の学説通り、第三〇 を書いた時点で、いったん筆を置き、しばらく 時間 隔て 上で、人生を客観的に見つめられるようになって 第三一段を記す前におかれたも と見るのが妥当であろう。 」 （ 「
04紀要・四 　終わりに」から）
四 　本文の再検討
　本稿においても、以上のような「
04年紀要論文」での結論に対し、基
本的に変わるところはない。前記論文 受け、三○段まで 『徒然草』成立上、最初期のものであると仮定した場合、 『徒然草』を創作する動機がもっとも含まれているであろうことは想像に難くない。そこで、 『徒然草』という作品を創作す に至った由来 ついて 最初期部分 再検討
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することによって考えてみたい。
　三○段までは、基本的には「
04紀要」と同じ考えであるが、多少補足
を加えると、 　三〇段までは、 『枕草子』の影響をもっとも強く受けているものと考えておく。言い方を代 れば、 『枕草子』の形に触発されたということである。雑纂形態であること、類集段（ 「は型」 「 の」型）の影響が形の上 見られること、明確に「枕草子」 「清少納言」と本文に記していることなどからそ は確かであろう。 『徒然草』は、 『枕草子』から、表現形態と、発想 自由さを学んだ。その上で 彼独自の随筆文学に進んでいくということになる。もちろ 内面的な思想においては、まったく異なるのだが。
　まず最初に重要な文は、②「いでや、この世に生まれては、願はしか
るべき事こそ多かめれ」であり、 「願はしか 」がキーワードとなっ いる。人間の願望、ひいては欲望、から本書が始め いることは、実に興味深い。
　次に重要なものは、⑬「あだし野の」から始まる第七段である。いわ
ゆる随筆らしき主張が、初めて見られる。それ 、 「世はさだめなきそ、いみじけれ。 」の一文である。ただし、この主張の位置 段の冒頭でも文末でもなく、やや位置的にバランスがとれていない。そういう点で、まだ彼の随筆を記述する文体も確立されていな と考えられ
　次に、⑭⑮と色欲にかなり強くふれているのも興味深い。兼好が、色
欲への迷いを断ち切ろうとしているかのようにも見られる。精神的にもまだ俗世間から独立していないかのようであ
　次に、⑳の「ひとり灯火の……文（ふみ）は」は『枕草子』の「書（ふ
み）は」と関連深いが、とくに『枕草子』にはない「老子のことば」と「老子」が登場するというところには注目したい。
　㉑「和歌こそ」 （一四段）は、⑳と関連して記されたものと考えられ
る。⑳は、 「いにしへのは、あはれなる事多かり。 」がまとめだが、㉑も最後のほうに「あはれも深くみゆ。 」と「あはれなる事は多かめれ。 」と類似しているのがその根拠である。また⑳を㉑よりも先に記しているころが、漢詩漢文に重きをおいてい 兼好の姿勢がうかがえよう。
　この中国寄りの姿勢は、㉖にも見られる。昔をしのぶ尚古趣味の兼好
はどうやら、 「昔の中国」を「昔の日本」よりも上位においていたようだ。
　ところで、雰囲気が一変するのが、
33「飛鳥川」 （二五段）である。こ
の段は前半が「はかなき」 後半が「あ れなる」と うキーワードでまとめられている 「無常」を強く意識している段である。兼好の身辺 何かあった で ないかとい 推測 してみたくなるよう 、 「無常」という嘆きに満ちあふれて る。
　続く
34「風も吹きあへず（二六段）も同様。 「かなしき」 「悲しび」 「な
げく」 「さびしき」と悲しみのオンパレードである。
35「御国ゆづり」 （二
七段）も、同様に「心ぼそけ 」 「さびしげ る と存在す
36「諒闇
の年」 （二八段）も「あはれなる」とある。
37「しづかに思へば」 （二九
段）も「せんかたなき」 悲し と続き、そこで問題の三○段（
38） 「人
のなきあとばかり悲しきはなし」が登場する。
『徒然草』研究
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　この三○段は「悲しき」に始まり、法事の話から、さらに『文選』の「去る者は日々に疎し」を引用し、時間の経過、時の流れにそい、人の世のはかなさを述べ、最後に「その形だになくなりぬるぞ悲しき。 」で終わるという構成になっている。
　『徒然草』では、兼好はあまり自分のことは語らない。そういう姿勢を
かたくなに守っているかのように感じられる。 『方丈記』 どと比べると、それは明らかである。序段から二九段までもそれは同様であった。しかるに、三○段は少々異な 。確 に具体的な人名も月日も されていない ら 随筆（エッセイ）には属するのだろうが、とくに最初の段落の「中陰」についての記述は、自己の体験、それも記述した時期に非常に近い頃の体験だったという匂いが強く感じられる。中でも しかしかのことは、あ かしこ あとのため忌むなる事ぞ」という会話部分は、実際に見聞したことに違いないと確信できる。そこから次の段落の「去る者は日々に疎 」へ つながって く。
　自己の経験から一般論へ、そして人生のはかなさを述べて三○段は完
了するわけだが、そこには何等、人生観 どは述べられて だ。いわゆる、結論が存在しない。人生へ 絶望感すら感じ
五 　結論
　ここで、仮に兼好が二五段あたり 公私につけて周辺で様々な「無
常」に出会ったとしたと考えたらどうだろうか 当時の世の中の有様を鑑みれば、十分にそれはありそうなことである。そ て三〇段を記した
直前に、まさにだめをおすように、身内の不幸に出会ったと仮定するのは許されないだろうか。それも一番信頼していた身内だとし ら、そのショックははかりしれないものがあっただろう。ま 、その法事に際し、心無い親戚の言動を受けたとしたら、その悲しみは何倍にもなったことだろう。私は、三〇段 仮にそ 位置づけてみ いのである。そして、彼は、しばらく、筆を置いたと、いや置かざるをえな 心の状態 陥ったと、推定する
　しかし、彼は、再び筆を取り上げる。それが
39「雪のおもしろう降り
たりし朝」 （三一段）と
40「九月廿日の比」 （三二段）である。この二段
は、今は「亡き人」の心に残る言動を上げているところが共通している。兼好の心情 、人は死んでも、その言動 自分の中に生きて る、ということへ 確認であっ ので ないか それ 、三〇段までの、たとえば『文選』による「去る者 日々に疎 」と う ある意味で 故人に対し否定的な、人生に消極的な、そういった姿勢が 人生を肯定する姿勢へと転換した を意味しているのである。
　では、一体そういう姿勢はどこに由来するのか。三〇段はまさに人生
に絶望した、極端に言えば 「遺書」ともいえるような内容である。彼いったん死に、そして「復活」した。その原動力 何か。それは、当然のことながら、彼が『徒然草』の執筆 中断 た間に経験し こである。その、彼の人生観を逆転させるほどの経験とは、何か。それは、書物から、としか考えられない。なぞを解く鍵は、
41「今の内裏」 （三三
段）から
46「疎き人の」 （三七段）までの五段にわたる段（これを仮に
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「復活」への「つなぎの段」と名づけておく）を経て記される、三八段である。
　「名利に使はれて、しづかなるいとまなく、一生を苦しむるこそ愚かな
れ。 」で始まる段は、実に力強い。細かい検討はまた別の機会に述べたいと思うが、再び極端に言えば、三〇段までの自分の考えをすべて否定しているかとも思われ 表現が次々と噴出しているのである。最後は「迷ひの心をもちて名利の要を求むるに、かくのごとし。万事は皆非なり。言ふにたらず、願ふにたらず。 」とまとめ、冒頭 照応し、一貫性 もっている。力強さがある。
　その中で、注目したいのは、中国思想の影響が強く見出されるという
ことである。就中、 「智恵出で は偽あり」 （老子） 「可・不可は一条なり」 （荘子）といった老荘思想の影響に注目したい。思いおこされるのは⑳「ひとり灯のもとに文を ろげて」 （一三段）であ 兼好は 「いにしへの中国 のあり方を第一としていた。 「文」によって自分が「なぐむ」という状態になると 言っている。 「文」について「文選 「白氏文集」 「老子」 南華 篇」の順 あげている。素直に受け取 ば、一三段を記述した時点では、その順番に興味をもち その順番に読んだということになろう。 「老子」はそ 時点では三番めであっ 彼の興味 対象は「文選」 「白氏文集」という、平安時代からの基本的な教養書 いうようなものにすぎなかった わけであ 。し し、三〇段と う心の苦難を乗り越えるにはその二作品では、不足すぎたので る。
　推定すれば、彼は絶望の時期に、毎日毎日「老荘思想」にあたる書物
をむさぼるように読み続けたに違いない。無為自然をとく思想には、まさに目から鱗がおちる思いであったろう。 「老荘思想」が兼好を絶望の淵から「復活」 せた、それが『徒然草』を再執筆させ、本格的な随筆へと導いたのである。
